
 

山秋鋼業株式会社 

 

環境経営レポート 
（活動報告期間：2021 年 11 月～2022 年 10 月） 

    

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行日：2023 年 3 月 10 日 

改定日：2023 年 5 月 18 日 



1 

目次 

 

1. 環境経営方針 ...................................................... 2 

2. 会社概要 .......................................................... 3 

3. 認証・登録の対象範囲 .............................................. 6 

4. 処理工程図 ＜金属スクラップ＞ .................................... 6 

処理工程図 ＜廃棄物＞ ................................................. 7 

5. エコアクション実施体制と役割分担 .................................. 8 

6. 環境経営目標 ...................................................... 9 

7. 環境経営計画 ..................................................... 10 

8. 環境経営目標の実績 ............................................... 11 

9. 環境経営計画の取組み結果とその評価・今後の取組み内容 ............. 13 

10. 環境関連法規等のとりまとめ及び遵守評価 ........................... 14 

11. 代表者による全体評価及び見直し結果・指示 ......................... 15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

1.環境経営方針 

 

 

山秋鋼業株式会社 

 

環境経営方針 

 

 

 

〈環境経営理念〉 

 

山秋鋼業株式会社は、製鋼原料加工業、産業廃棄物処分業及び収集運搬業を通じ、

資源有効活用を広げ、資源循環型社会へ貢献します。 

より効率的な事業活動を社員一丸となって模索し実践することで、 

継続的に環境負荷低減に貢献します。 

 

 

〈行動指針〉 

 

１．より有効な資源活用のニーズを把握し、加工、分別、運搬を行います。 

２．事業活動を定期的に見直し、効率的な活動をすることにより、二酸化炭素の

排出量の削減、廃棄物排出量の削減・リサイクル、及び水使用量の削減に努

めます。 

３．環境関連法規制を遵守します。 

 

 

 

制定日 ： ２０１９年  9月 １日  

                  改定日 ： ２０２０年 １月１５日 

 

代 表 取 締 役  近 藤 博 和 
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2.会社概要 

 １）名称および代表者名   山秋鋼業株式会社  

  代表取締役 近藤博和 

 

 ２）所在地         〒470-1101 愛知県豊明市沓掛町山田 93番地 

 

 ３）環境管理責任者と連絡先 常務取締役 近藤伸作  

TEL：０５６２－９２－２７２３ 

               Mail：shin-kondo@yamaaki.co.jp 

 ４）事業内容 

   金属スクラップ収集・製鋼原料加工業 

   産業廃棄物収集運搬・処分業（中間処理・最終処分） 

   フロンガス回収業 

   

 ５）事業規模（２０２２年１０月期） 

   法人設立   昭和４４年 ４月   

資本金    １，０００万円 

   売上高    ２０．５億円 

   従業員    １６人 

   床面積（延べ）１３，２６８㎡  

 

６）事業年度  １１月１日～１０月３１日 

 

７）受託・または受領した再生資源等・廃棄物の処理量 

（２０２１年１１月１日～２０２２年１０月３１日） 

   金属スクラップ回収量   ２９，２３０トン 

産業廃棄物収集運搬量   ５２２．８６トン 

   産業廃棄物中間処理量   １０７．３９トン 

   産業廃棄物最終処分量    ７２．０８トン 

    

 

 

 

 

 

 

mailto:shin-kondo@yamaaki.co.jp
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８）設備について（2022年 10月 31日現在） 

設備   フォークリフト  

名称 台数  車種 台数 

ギロチンシャー  1  回転型フォークリフト 3 

ベーリングプレス機  1  バケット型フォークリフト 1 

ブリケットマシン 1  大型フォークリフト 1 

ナゲットマシン 1    

リフマグ付き天井クレーン 2  収集運搬車（14台）  

   車種 台数 

重機   １０ｔ平 2 

車種 台数  １０ｔクレーン付平 1 

リフマグ型油圧ショベル 2  １０ｔダンプ 2 

ハサミ型油圧ショベル 1  １０ｔアームロール 3 

バケット型油圧ショベル 1  ４ｔ平 3 

フォーク付リフマグ型油圧ショベル 1  ４ｔアームロール 2 

   ４ｔユニック付 1 

営業車     

車種 台数  その他  

燃料電池車 1  名称 台数 

ハイブリット車 2  携帯型成分分析計 1 

バン 1  フロンガス回収機 1 

   デジタルトラックスケール 1 

     

９）施設について 

施設 所在地 設置年月日 処理能力 

圧縮（金属くず） 豊明市沓掛町山田 90-3 Ｓ52.2.10 42ｔ/日 

圧縮（廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ） 豊明市沓掛町山田 90-3 Ｈ16.2.27 3.88ｔ/日 

圧縮成形 豊明市沓掛町山田 90-3 Ｈ13.12.1 3.9ｔ/日 

切断 豊明市沓掛町山田 96-12 Ｈ17.4.1 120ｔ/日 

埋立（管理型） 

 

豊明市沓掛町山田 97-1 Ｓ49.7.16 埋立面積 2,184㎡ 

埋立容量 4,081㎥ 

 

埋立残容量 3,949㎥ 

 （2023.3月時点） 

積替え保管 （所 在 地）豊明市沓掛町山田 93 （高さ） 該当なし 

（保管上限）40.20㎥ 

（面  積）8,436.56㎡（保管面積 34.40㎡） 
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１０）許可について 

自治体 種類 許可番号等 産業廃棄物の種類 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

愛

知

県 

 
 

産

業

廃

棄

物

収

集

運

搬

業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

産

業

廃

棄

物

処

分

業 

 

 

第 02310014294 号 

 

＜許可年月日＞ 

2019 年 5 月 28 日 

 

＜許可の有効期限＞ 

2024 年 1 月 23 日 

 

＜積替え、保管を除く＞ 

燃え殻▲、汚泥▲、廃油、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類＊■、 

紙くず、木くず、繊維くず、金属くず＊、ｶﾞﾗｽ 

くず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず（工作物の新築、改築又は除 

去に伴って生じたものを除く）及び陶磁器くず 

＊■、がれき類■、ダスト類▲ 

以上 11品目（水銀使用製品産業廃棄物を含む） 

 

＜積替え、保管を含む＞ 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類＊※、紙くず、木くず、繊維くず、 

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず（工作物の新築、改築又 

は除去に伴って生じたものを除く）及び陶磁器 

くず＊※ 

 以上 5品目（水銀使用製品産業廃棄物を除く） 

 

 

 

 

 

第 02340014294 号 

 

＜許可年月日＞ 

2019 年 5 月 28 日 

 

＜許可の有効期限＞ 

2024 年 1 月 23 日 

中間処分＜圧縮＞ 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類＊※、金属くず＊ 
以上 2品目（水銀使用製品産業廃棄物を除く） 
 

中間処分＜圧縮成形＞ 

汚泥（無機性汚泥に限る▲）、金属くず＊ 
以上 2品目（水銀使用製品産業廃棄物を除く） 

 

中間処分＜切断＞ 

金属くず＊ 
以上 1品目（水銀使用製品産業廃棄物を除く） 

 

埋立処分 

燃え殻▲、汚泥▲、廃プラスチック類＊■、金 
属くず＊、ガラスくず・コンクリートくず（工 
作物の新築、改築又は除去に伴って生じたもの 
を除く）及び陶磁器くず＊■、鉱さい（石綿含 
有産業廃棄物等溶融処理生成物に限る）▲、 
がれき類■、ダスト類▲ 
以上８品目（水銀使用製品産業廃棄物を含む） 

 

＊：自動車等破砕物を除く。 

※：石綿含有産業廃棄物を除く。 

▲：水銀含有ばいじん等を除く。 

■：石綿含有産業廃棄物を含む。 
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3. 認証・登録の対象範囲 

 １）対象組織  本社・工場 

 

 ２）対象活動    事業内容と同じ 

 

 

4.処理工程図  

  

  ＜金属スクラップ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排出事業者 

持ち込み・当社運搬 

製鋼原料として製鋼会社等へ売却 

選 別 

ベーリングプレス

による圧縮 

ギロチンシャーに 

よる切断 ガス溶断機 

による切断 
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＜廃棄物＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排出事業者 

持ち込み・当社運搬 

紙屑 

古紙回収業者

へ売却 

製鋼原料として 

製鋼会社へ売却 

ﾘｻｲｸﾙ施設へ 

処理委託 

埋 立 ﾘｻｲｸﾙ施設へ 

処理委託 

中間処理 

（圧縮成形） 

研磨粉 

最終処理 

（管理型埋立） 

中間処理 

（圧縮） 

廃ﾌﾟﾗ ｶﾞﾗｽ屑等 木屑・廃ﾌﾟﾗ等 

積替え保管 
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5.エコアクション実施体制と役割分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 役割・責任・権限 

 

代表取締役 

 

・統括責任者 

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、

技術者を準備 

・環境経営方針の作成 

・環境管理責任者を任命 

・代表者による全体の評価と見直しを実施 

 

環境管理責任者 

 

・環境経営システムの構築、実施、管理 

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認 

・環境経営計画の審議 

・環境経営実績の確認・評価 

 

環境事務局 

 

・環境管理責任者の補佐 

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成、実績集計 

・環境関連法規取りまとめ表に基づく順守評価の実施 

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口  

<部門長> 

構 内 

輸 送 

事 務 

・自部門における環境経営方針の周知 

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施 

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告 

・自部門の問題点の発見、是正、予防措置の実施 

全従業員 
・環境経営方針の理解と環境への取組みの重要性を自覚 

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参画 

代表取締役 

環境事務局 

事 務 構 内 

環境管理責任者 

輸 送 
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6.環境経営目標 

 

取組期間 2021.11～2022.10 

原単位 金属スクラップ収集量（ｔ） 

 

  

取組項目 

 

単位 

基準年度 中期目標 

2018.11～ 

2019.10 

（基準値） 

2021.11～ 

2022.10 

（-3％） 

2022.11～

2023.10 

（-4％） 

2023.11～ 

2024.10 

（-5％） 

CO2 の総排出量削減 総量 kg-CO2 346,000 335,620 332,160 328,700 

原単位 Kg-CO2/t 17.3 16.5 16.1 15.8 

 
 電気使用量削減 総量 kWh 146,084 141,701 140,241 138,780 

原単位 kWh/t 7.3 6.9 6.8 6.7 

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減 総量 L 6,728 6,526 6,459 6,392 

原単位 L/t 0.34 0.32 0.31 0.31 

軽油使用量削減 総量 L 101,402 98,360 97,346 96,332 

原単位 L/t 5.1 4.8 4.7 4.6 

水使用量削減 総量 ㎥ 467 453 448 444 

金属スクラップ収集量の増加 総量 t 20,000 
(2019.11～2020.10） 

20,400 
（2％） 

20,600 
（3％） 

20,800 
（4％） 

新規サービスの構築 

（フロン回収） 
― ― ― 適切な回収と 

回収件数の増加 
適切な回収と 

回収件数の増加 
適切な回収と 

回収件数の増加 

一般廃棄物の削減・ 

グリーン購入の推進 
― ― ― 意識的に取り組む 意識的に取り組む 意識的に取り組む 

 

基準年度の CO2 総排出量内訳 346,000（kg-CO2）  

電気  ｶﾞｿﾘﾝ 軽油 灯油 

68,659  15,609 261,617 115 

 

※二酸化炭素排出係数は平成 19 年度中部電力調整後排出係数 0.47kg-CO2/kwh を使用しています。 

※電力排出係数は 3 年間同じ係数を使用し算出します。 

※化学物質の取り扱いはありません。 

※灯油使用量は使用量が微量の為、取り組みは継続するが目標からは削除します。 

なお、二酸化炭素排出量には組み込まれています。 

※一般廃棄物の削減・グリーン購入推進について、数値目標は定めないが今後も意識的に取り組んでいきます。 
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7．環境経営計画  

 

  取組み期間 2021年 11月～2022年 10月    

取組み項目 主な活動内容 担当部門

（責任者） 

二

酸

化

炭

素

排

出

量 

 

 

 

 

 

電気の削減 

・工場設備の始業前点検・整備 

・重機の作業効率の向上 

・電力を多く使用する設備・重機はこまめに 

エンジンを切る。 

 
 

構内 
（吉田） 

・ブラインドと換気扇を利用して室内温度の上昇を

抑え、空調の効率化を図る。 

・不在時、不必要時の照明の消灯と換気扇の停止。 

・PCの省電力モードを有効に利用し、使用後は電源

を切る。 

・空調の適正温度管理を行う。 

 
 
 
 

事務局 
（小野） 

・蛍光灯の LEDへの随時更新を行う。 社長 

ｶﾞｿﾘﾝの削減 ・車両更新時に低燃費車購入を検討する。 社長 

 

 

軽油の削減 

・エコドライブの徹底 

・無用なアイドリングをやめる。 

輸送 

（尾畑） 

・点検整備をし、重機・車両を維持する。 構内（吉田） 

輸送（尾畑） 

・定期的に空気圧及び、給脂をチェックする。 輸送（尾畑） 

水
使
用
量 

水の削減 
・節水の周知を行う。 

・洗車時・手洗い時の節水を徹底する。 

 
事務局 
（小野） 

金
属 

 

収
集
量 

金属ｽｸﾗｯﾌﾟ 

収集量の増加 

・新規顧客を獲得して金属スクラップ収集量増加に

繋げる為、自社 HPを随時更新する。 
営業 

（常務） 

新
規 

サ
ー
ビ
ス 

新規ｻｰﾋﾞｽ 

の構築 

・フロン回収の周知と回収件数増加を計る 営業 
（常務） 

・フロンの安全な回収とガスボンベの適切な管理 構内 
（吉田） 

一
般
廃
棄
物
・

グ
リ
ー
ン
購
入 

一般廃棄物の 

削減・ｸﾞﾘｰﾝ 

購入の向上 

・コピー用紙の必要に応じた両面利用 事務局 
(小野) 

・事務所で使う文具類のｴｺﾏｰｸ品、ｸﾞﾘｰﾝﾏｰｸ商品、 

詰め替え用品の優先購入。 

事務 

（深谷） 
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8．環境経営目標の実績   

 

取組期間 2021.11～2022.10 

原 単 位 
金属スクラップ収集量 目標値（ｔ） 20,400 

金属スクラップ収集量 実績値（ｔ） 29,230 

 

取組項目 単位 
目標 実績 目標達成率 評価 

2021.11～2022.10 ％ 達成/未達成 

CO2 の総排出量削減 総量 kg-CO2 335,620 389,660 86％ 未達成 

原単位 Kg-CO2/t 16.5 13.3 124％ 達成 

 
 電気使用量削減 総量 kWh 141,701 172,585 82％ 未達成 

原単位 kWh/t 6.9 5.9 117％ 達成 

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減 総量 L 6,526 3,982 164％ 達成 

原単位 L/t 0.32 0.14 229％ 達成 

軽油使用量削減 総量 L 98,360 115,882 85％ 未達成 

原単位 L/t 4.8 4.0 120％ 達成 

水使用量削減 総量 ㎥ 453 343 132％ 達成 

金属スクラップ収集量の増加 総量 ｔ 20,400 29,230 143％ 達成 

新規サービスの構築 

（フロン回収） 
― ― 適切な回収と 

回収件数の増加 
フロン回収 

72 台 
― 達成 

一般廃棄物の削減・ 

グリーン購入の推進 
― ― 意識的に取り組む 

グリーン購入 

38 品目 
― 達成 

 

CO2 総排出量実績値内訳 389,660（kg-CO2）  

 

 

 

※二酸化炭素排出係数は平成 19 年度中部電力調整後排出係数 0.47kg-CO2/kwh を使用しています。 

※電力排出係数は 3 年間同じ係数を使用し算出します。 

※CO2 の総排出量には、灯油使用分も含まれています。 

※一般廃棄物の削減・ｸﾞﾘｰﾝ購入推進について、数値目標は定めないが今後も意識的に取り組んでいきます。 

 

 

電気  ｶﾞｿﾘﾝ 軽油 灯油 

81,115  9,238 298,976 331 
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年間使用量の比較では、高圧電力が圧倒的に多く、次いで軽油（トラック）、軽油（重機）となっています。 

一方 CO2排出量では、軽油使用によるもの（重機・トラック）が多く、全体の 68％を占めています。 

 

 

 

 

CO2排出量は目標値より約 16％増加の結果となったが、金属スクラップ収集量が約 43％増加し、 

原単位では目標を達成している。 

 

133 2,316 3,982 
12,273 

47,969 
55,640 

170,269 

331 
1,089 

9,238 

31,664 

123,760 

143,551 

80,026 

0

20,000

40,000
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9.環境経営計画の取組み結果とその評価・今後の取組み内容 

◎よくできた ○できた △あまり出来なかった ×全く出来なかった 

環境経営計画取組み内容 取組結果 評価・次年度の取組み内容 

＜電力使用量の削減＞   

 

電気使用量の今年度目標達成率は

82％であったが、昨年度よりわず

かだが使用量が減少したのでその

点は評価できる。 

 

今年度はヤードの新設があり天井

クレーンを１台増設した。 

今後は電力使用量の増加が見込ま

れる為、作業効率のアップを図る。  

工場設備の始業前点検・整備 ◎ 

重機の作業効率の向上 △ 

電力を多く使用する設備・重機はこまめに 

エンジンを切る 
△ 

ブラインドと換気扇を利用して室内温度の 

上昇を抑え、空調の効率化を図る 
◎ 

不在時、不必要時の照明の消灯と換気扇の停止 ◎ 

PC の省電力モードを有効に利用し、使用後は 

電源を切る 
◎ 

空調の適正温度管理を行う 〇 

蛍光灯の LED への随時更新を行う 〇 

＜軽油・ガソリン使用量の削減＞ 車両の更新があり低燃費車を１台

購入した。ガソリンは目標達成率

164％の一方、軽油は 85％であっ

た。 

今後は点検整備をしっかり行って

いく。 

車両更新時に低燃費車の購入を検討する ◎ 

エコドライブの徹底 △ 

無用なアイドリングをやめる 〇 

点検整備をし、重機・車両を維持する △ 

定期的に空気圧および、給脂をチェックする △ 

 ＜水使用量の削減＞  目標達成率 132％であった。全社員

に節水意識が浸透している結果だ

と思う。引き続き節水意識を高め

ていく。 

節水の周知を行う ◎ 

洗車時・手洗い時の節水を徹底する 〇 

＜金属スクラップ収集量の増加＞ 昨年度よりもスクラップ収集量が

増加した。自社ＨＰも随時更新し

ていく。 
新規顧客を獲得して金属スクラップ収集量の 

増加につなげる為、自社 HP を随時更新する 
○ 

＜新規サービスの構築＞ 既存のお客様へフロン回収業務が

広まりつつあり、回収台数が増加

した。今後もフロン回収業が浸透

するよう周知を図っていく。 

フロン回収の周知と回収件数増加を図る ◎ 

フロンの安全な回収とボンベの適切な管理 ◎ 

＜一般廃棄物削減・グリーン購入の向上＞ エコマーク商品を 38 品目購入し

た。 

コピー用紙の両面利用や、失敗コ

ピー紙をメモ用紙に使い再利用し

た。 

コピー用紙の必要に応じた両面利用 〇 

事務所で使う文具類のｴｺﾏｰｸ品、ｸﾞﾘｰﾝﾏｰｸ商品、

詰め替え用品の優先購入 
◎ 
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10. 環境関連法規等のとりまとめ及び遵守評価 

○：遵守出来た  ×：遵守出来なかった                            評価日 2022 年 11 月 30 日 

法規等の名称 対象 実施義務・規制基準等 遵守

評価 

騒音規制法・振動規制法  

液圧ﾌﾟﾚｽ 

  

せん断機                                                                           

                                                                                                                              

施設設置の届出 ○ 

県民の生活環境の保全等に関する

条例施行規則（騒音規制法関連） 
施設設置の届出 ○ 

県民の生活環境の保全等に関する

条例施行規則（振動規制法関連） 
施設設置の届出 〇 

尾三消防組合火災予防条例 左記重機の作動油について施設設置の届出 ○ 

消防法 少量危険物第４類第２石油類（軽油） 少量危険物貯蔵施設設置の届出 〇 

 

 

 

廃棄物処理法 
 

産業廃棄物 

（収集運搬） 

産業廃棄物収集運搬業許可登録 ○ 

産業廃棄物収集運搬業許可更新・変更届出 ○ 

車両への表示、許可証写し・ﾏﾆﾌｪｽﾄの携帯 ○ 

産業廃棄物 

（処分） 

産業廃棄物処分業許可登録 ○ 

産業廃棄物処分業許可更新・変更届出 ○ 

産業廃棄物 

（収集運搬・処分） 

契約書の締結 ○ 

ﾏﾆﾌｪｽﾄの適正管理 ○ 

水銀使用製品産業廃棄物 

(蛍光灯・水銀灯） 

保管場所に仕切りを設ける 

保管場所の掲示板への明記 
○ 

愛知県環境基本条例（廃掃法関連） 産業廃棄物 

（収集運搬・処分） 

ばい煙、汚水、廃棄物の適正処理その他公害防止 ○ 

豊明市廃棄物の処理及び清掃に関

する条例及び規則（廃掃法関連） 
廃棄物の適正処理、再生利用、市の施策に協
力、再生品の利用等によるごみの減量努力 ○ 

高圧ガス保安法 高圧ガスボンベ等 
労働安全衛生規則によるガス溶接技能講習修了者

の育成 
一般高圧ガス保安規制による警戒標等取り付け 

○ 

浄化槽法 浄化槽 定期検査(年 1 回)、清掃(年 1回)、点検(年 3 回) ○ 

自動車 Nox・PM 法 業務用車両 排気ガス規制に適合した自動車の使用 ○ 

計量法  計量器 設備の届出、定期検査（2 年に 1 回） ○ 

道路交通法 運転者等 安全運転管理者の選任 
ドライバーの業務前後のアルコールチェック 

 
○ 

 

 

フロン排出抑制法  

 

業務用エアコン 

スポットクーラー 

その他フロン使用製品 

＜フロン機器使用業者として＞ 

・エアコンフロン漏れ簡易点検（年４回） 

＜フロン回収業者として＞ 

・引取証明書の交付と写しの保存（3 年） 

・フロンの回収量、破壊業者への引渡し量等

の県への報告 

 

 

○ 

水質汚濁防止法 貯油施設・油水分離槽の設置 油流出時の所轄官庁(豊明市環境課)への報告 〇 

＜環境関連法規への違反、訴訟等の有無＞ 

環境関連法規に対する遵守状況は、確認・調査したところ違反はなく全て適合しておりました。 

また、関係機関より違反等の指摘は過去 3 年間ありませんでした。 
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11.代表者による全体評価及び見直し結果・指示 

 

＜コメント・指示＞   

・電力と軽油使用量が増加しているが、金属スクラップ収集量が増えたためで 

あり、原単位では目標を達成しているので評価できる。 

 

・環境経営目標について、次年度からは電気・ガソリン・軽油使用量総量の比較は 

やめ、原単位のみとする。 

 

・次年度も現システム運用の改善を図りつつ継続して活動していく。 

 

 

＜システム変更の必要性＞ 

  環境経営方針           不要    ・    必要 

  環境経営目標           不要    ・    必要 

  環境経営計画           不要    ・    必要 

  実施体制             不要    ・    必要 

                         2023年 3月 9日 

山秋鋼業株式会社 

 代表取締役 近藤博和 

 


